
４　明治３０年ごろの塩田の作業内容
明治３０年ごろの
　明治３０年（１８９７）ごろ、赤穂東浜塩田で行われていた作業内容は、引浜、冬はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かま),釜)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さめ),冷)といって、仕
塩田の作業の内容
事を休むのがふつうで、いわゆるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やすみはま),休浜)である。

　この休業中に、浜男は、塩田・釜屋・浜道具類などの整備や補修を行っておく。

　３・４月ごろ（後には２月中旬）、休浜中に固まった塩田地盤を、牛を使って１７―２０センチほどの深さまですき返し、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まぐわ),馬鍬)で表土を砕いて細砂とする。これは乾燥を助けたり、毛細管現象を起こして塩分の浮き出し効果を高めるためである。


　２・３日がかりのすき返し作業に引き続いて、引浜という作業が行われる。

　早朝、浜男がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(は),刃)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(き),木)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぐわ),鍬)で台（沼井といい、粘土造りの四角な箱型で、底に竹やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(むしろ),筵)を敷いた鹹水のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ろか),濾過)装置）の四方の肩に盛ったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さんさ),撒砂)を、かき上げて盛り直しておく。乾燥を助け、翌日から始まる持浜と呼ばれる本作業の準備である。

　一方、塩田の表面に、既に前の日に散布されている撒砂を、馬鍬でさまざまに方向を変えて５回ほどかきならし、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なら),均)しEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(えぶり),柄振)で撒砂を塩田の表面に密着させておく。これによって、夜のうちに、地盤下の海水が毛細管現象でしみ込んでくる。そして翌日の持浜を待つのである。

持　　浜
　持浜は、馬鍬引きから始まる。強壮な浜男が、東の空が白むころには、既に撒砂のかきおこし（朝鍬という）に懸かっている。他の浜男は台の中の用ずみの撒砂を台の外角にかき出す。そして、早昼をとって小休憩、さらに５回ほどかきならして一段落。

　これでちょうど正午ごろになる。

　間もなく、作業の開始を告げる木綿の赤白の「持浜旗」が土手の上に掲げられるのを待って、一斉に午後の浜仕事が始まる。数人のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おなごし),女子衆)や老幼者が、寄せ柄振で塩田表面の鹹砂を集め、もっこで台に入れる。ちょうど前の日の午後１時ごろに浜男が散布してから２４時間乾燥させたことになる。台の中では、浜男が「足踏み」をして鹹砂をならす。その後、老幼者たちが、台の側面下にある、下穴にたまったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もんだれ),藻垂)（前日に台の中に入れた２回目の海水）を台にくみ入れる。さらに、浜男が小溝の海水を担桶で注ぐ。別の浜男は台肩の撒砂を塩田面に散布し、老幼者が引板でそれをならしていく。

　午後３、４時ごろにはこれらの仕事がほぼ終わり、女子衆や老幼者は引き上げる。しかし、浜男は、小休止のあと再び馬鍬で２回かきならし、この間、下穴にたまった鹹水を桶で台に入れておく。もう一度台に海水を１荷ずつ入れておくが、これが翌日の藻垂となる。

煎　　熬
　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せんごう),煎熬)作業は、まず台の鹹水をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こしあな),漉穴)に入れて泥土を沈殿させる。漉穴というのは、土中に大きな桶を埋め込み、粗砂を入れたものである。泥土が沈んでから、ひしゃくでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぬる),温)め鍋へくみ入れる。温くなったところで本釜に入れて煮つめ、結晶塩を取るのである。塩に光沢を出させるため、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あらめ),荒布)（方言めい）のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せん),煎)じ汁を入れたりした。結晶塩をすくい上げ、杉丸太・竹・粗砂を積み重ねたイダシという濾過装置のある塩置場においてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(にがり),苦汁)分をしたたらせる。鉄釜では、一昼夜１回釜で鹹水約１７石６斗４升から６石４斗の塩を取ったが、石炭は約１８０貫目（６７５キロ）は使われた。
塩業の歩み
◎塩業の歩みをまとめてみると、


　①　塩業地の基礎づくり


　　　（第１変革期、正保３―承応２年）


　②　商品経済へ発展


　　　（第２変革期、寛文年間―元禄年間）


　③　生産の合理化


　　　（第３変革期、文政６年ごろ）

　石炭焚きが普及し、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せんごう),煎熬)釜も１９世紀中ごろから花崗岩の石釜や鉄釜が利用され、寛政１１年と明治１８年の生産量は１畝当たり約８８斗から１００斗余りに上昇した。

　④　国家専売制の実施

　　　（第４変革期、明治３８年）


　明治政府、明治３８年（１９０５）に、国庫の財源確保、品質の改善、国産の維持発展、台湾塩との融和併進などを目的として、専売制度を実施した。

⑤　工業生産の開始


　　　（第５・６変革期、昭和１３年―２８年）

　⑥　化学製塩への大転換と塩田の廃田化


　　　（第７変革期・昭和４２―４７年）


　昭和４２年（１９６７）従来の塩田法からイオン交換樹脂膜法へ転換され、従来の塩田を支えた自然的・社会的諸条件とは無関係になり、不純物の少ない海水と工場用地・電力・資本などが塩業を成立させる主な条件になった。


　赤穂塩業の塩田は、昭和４６年１２月をもって完全に廃田化され、新しい化学製塩地に指定され、製塩が続けられることになった。
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